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大

下

藤

次

郎

▼
本
年
奈
良
に
於

て
開
催
し
た
日
本
水
彩
畫

會
の
夏
期
講
習
會
は
、
八
月

三
日
午
前

八
時
奈
良
縣
師
範

學
校
に
於
て
開
會
、
當
日
は

有
志
及
初
學
の
人
の
み
殘
り

て
静
物
寫
生
を
な
し

、
他
は

戸
外
寫
生
を
試
み
、
翌
日
よ

り
は
、
午
前
七
時
よ
り

二
時

間
講
話
、
九
時
よ
り
十
二
時

迄
戸
外
又
は
静
物
寫

生
、
午

後
戸
外
寫

生
と
し
、
夜
分
は

時

々
美
術
雜
話
を
爲
す

こ
と

に
し
た
。

▼
入
會
申
込
者
は
三
府

二
十

五
縣

に
跨
り
、
總
數

九
十
三

名
の
う
ち
俄
に
差
支
あ
り
て

缺
席

せ
ら

れ

し

人
數
名
あ

り

、
實

際
の
出
席
者

は
左

の
諸
氏

で
あ

つ
た

　
　

田
中
太
郎

吉

、

竹
馬
利

一
郎

、
友

田
太

郎

、
西
勝

一
、
北
村
定
次

郎

、

　
　

川
俣
敬
直

、
衛
藤
熊
太
郎

、
長

谷
川
曾

一
、
中
山
巍

、
岸

順

一
、
寺

田
勇

一
、
渡
邊

六
郎

、
後
藤

百
次

、
加
藤

一
松
、
岡

田
實
正

、
池

澤

義
雄

、
生
駒

國
次
郎

、
濱

田
勝

一
郎
、
富

田
圭

五
郎

、
桑
田
義
雄
、

影

久
良
雄

、
藤

田
紫
舟
、
入

江
芳

一
、
佃

永
吉

、
京
橋
彦

三
郎
、
金

田
豊
、
水
谷
藤

太
郎

、
吉
田
豊

、
益

永
次
一

郎
、
關

谷
慶

三
、

森
田

道
雄

、
竹
下

一
郎

、
澤

田
宗
吉
、
増

田
正
史
、
小
林

平
治

、
窪

田
琢

三
、

水
野
憲
成

、
佐
久
間
準

三
、
後

藤
博
、
森
田

平
次
郎

、

西
久
保
芳

太
郎
、
保
田
誠
治

、

寺

田
季

一
、
藤
久
み

つ
子

、

日
野

松
太

郎
、
石
田
義

一
、

西

松
亮

三
、
高
瀬

猪

一
郎

、

堀
内
安
次
郎

、
藤

井
常

三
郎

、

薄

浩
洋

、
薄
政
太

、
菅

井
粂

次

郎

、
橋
本
寛
季

、
許

山

正

生
、
小
林
龜

之
助

、
野
口
渉
、

高

橋
俊
治
、

三
浦
玄

良
、
星

合

了
譲

、
橋
本
精

一
、
中

尾

正
幹
、
藤

枝
善
造

、
松
村
實

成

、
西
村

三
作
、
瀬

野
覺

藏

、

吉

村
元
造

、
平
野
虎
吉

、
中

村
義

夫
、
志

摩
永
太
郎

、
近
藤
園
次

郎
、
瀧

本
得
之

、
宇

田
多
村
信

雄

、
高
橋

文
藏

、
堀

尾
秀

司
、
堀
池
市
次
郎

、
吉

田
抱

春
、
飯

田
宗

吉
、
宮
地

五
十

五
郎

、
野
本
文

雄

、
和
田
義
龍

、
以

上

▼
會
員

の
身

分
は
前
年

と
大
差
は

な

い
、
學
生

、
中

小
學
校
教
員

、
實
業
家

、



官
公
吏
等
に
し
て
、
年
齢
は
十
四
五
歳
を
下
と
し
て
四
十
歳
位
迄
で
、
最

も
多
數
な
の
は
二
十
歳
前
後
の
學
生
及
小
學
教
員
で
あ

つ
た
。
技
術
の
程

度
は
、
鉛
筆

の
持
方
も
知
ら
ぬ
極
め
て
初
歩

の
人
も
あ
り
、
將
來
專
門
家

た
ら
ん
と
の
希
望
で
現
に
研
究
所
に
生
徒
た
る
人
も
あ
り
、
文
部
省
展
覽

會
に
自
作
を
出
品
し
て
、
畫
家
と
し
て
世
に
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
人
も
あ

つ

て
、
甚
だ
區

々
た
る
も
の
で
あ
つ
た
、
猶

こ
の
う
ち
の
十
數
氏
は
、
昨
年

の
講
習
會
に
出
席

せ
ら
れ
し
人
々
に
し
て
、
長

谷
川
氏
の
如
き
は
、
第

一

回
の
青
梅
よ
り
澁
、
奈
良
と
三
年
間
も
續
け
て
出
席

せ
ら
れ
た
の
は
其
熱

心
を
感
ぜ
ざ
る
を
得
な

い
、
ま
た
、

遠
く
大
阪
よ
り
神
戸
よ
り
汽
車
に
て

毎
日
通
學
さ
れ
た
人
も
あ

つ
た
。

▼
講
習
會
開
會
中
の
日
記
は
左
の
通
り
で
あ
る

　
八
月
一

日
　
晴
、
午
後
十
時
奈
良
三
山
亭
着

、
會
員
先
着

二
名
あ
り

　
八
月
二
日
　
晴
、
暑
熱
甚
し
、
午
前
奈
良
振
美
會

に
島
津
氏
を
訪
ひ
、

　
同
氏
と
同
行
師
範
學
校

に
久
保
田
氏
に
面
會
、
教
場
と
し
て
同
校
教
室

　
を
借
受
く
る
こ
と
に
決
す
○
會
員
預
金
の
便

を
開
く
た
め
郵
便
局

へ
ゆ

　
く
○
大
阪
よ
り
松
原
氏
來
着
○
會
員
多
數

着
、
寄
宿
族
館
の
振
分
を
爲

　
す
、
申
込
順
に
よ
り
三
山
亭
の
人
數
二
十
餘

名
を
限
り
、
他
は
對
山
樓

　
及
び
舛
屋
に
分
宿

せ
し
む
〇
三
山
亭
委
員
を
日
野
竹
下
兩
氏
に
、
對
山

　
樓
委
員
を
富
田
西
松
兩
氏
に
托
し
藤
田
氏
を
添

へ
と
な
す
○
夜
分
松
原

　
氏
及
三
山
亭
委
員
諸
氏
と
共
に
對
山
樓

に
ゆ
く

　
三
日
　
晴
、
午
前

八
時
師
範
學
校
圖
畫

教
室

に
て
開
會
、
出
席
者
七
十

　
餘

名
、
『開
會

の
辭
』
(
松
原
)
講
話
『
實
習
の
心
得
』
（大
下
)、
九
時
よ
り
、

　
半
數
は
松
原
氏
指
導
の
下
に
戸
外
寫
生
の
爲
め
大
佛
前

へ
、
半
數
は
學

校

に
あ

つ
て
静
物
寫

生

を
な
す
、
材
料
、
『
木
製
模

型
』
、
『
圓

柱

及

正

方

形
』
、
『
夏
帽

子

と
扇
子
』
○
午
後

、
戸
外
寫

生

大
佛

前
○
夜
分

、
三
山

亭

に
於

て
會
員

の
茶

話
會
を
開
く
、
出
席

者
七
十
餘

名

○
松
原
氏
大
阪

へ

歸
ら

る
○
こ

の
日
教
場

委
員
を
西
、
吉
村
兩

氏

に
托
す

四

日
　
晴

、
午
前

七
時
開

始
、
講

話
『
寫
生

に
就

て
の
注
意
』
(大

下
)
、

戸
外
寫

生
大

佛
前
、
静
物
寫

生

『
三
脚

と
桔

梗

の
花
』
『
ヒ

マ
ワ
リ
』
『
書

物
』
『
漏

斗
』

○
午
後
寫

生
大
佛
前

、
○
夜

分
丸
山
氏
來
着

五
日
　
大
雨

、
續

い
て
晴

、
講
話
『
水
彩
畫

を
學

ぶ
方
法

』
(
大

下
)
、
戸

外
寫

生
『
大

佛
附

近
』
静

物
寫

生

『
模
型
』
『
植

木
鉢
』
『
チ

ョ
ー
ク

と
箱
』

○

午
後
寫

生

春
日
社

附

近

○
臺
灣

よ
り

の
歸

途
な
り

と
て
石
川
欽

一
郎

氏
來
着
○

丸
山

氏
病

氣

の
爲

め
今
日
缺

席

○
夜

、
對

山
樓

に
於

て
茶

話

會

、
來
會
者

六
十
餘

名

、
石
川

氏

の
『
寫
生
は
叮
嚀

に
す

べ
き

も

の
』
と

云

ふ
話

あ
り

六
日

　
晴
よ

り
雨

、
午
後
大

雨

、
講
話

『
鉛
筆

、

一
色
畫

及

び

パ
ス
テ

ル

の
描
法
』
(
大
下
)
、
戸
外
寫

生
、
場
處
隨

意

、
静
物
『
百
合

の
花
』
『酸

漿
』
『
白

布
』
『
黄
盆
』
○

午
後
寫

生
、
興
福
寺
附

近
、
暴
雨

に

て
皆

々
大

に
苦
し

む
　

　
　

七

日
　
曇

よ
り

雨
、
講
話

、
『
寫
生
及
添
景

人
物
』
(
石
川
)
『
透
視
畫

法
』

(
丸
山

)
○
石
川
氏
近
業
十
餘
點

を
會

員

に
觀
覽

せ
し
む

○
戸
外
寫

生
淺

茅

ケ
原

、
丸
山
氏
指
導

○
静

物
寫

生

、
『
陶

器
』
『
鼠
色

布
』
『
チ

ヨ
ー

ク

箱

』
○
午
後

、
雨

の
た

め

三
山

亭
に
於

て
美

術
雜

話
『
模
寫

に
就
て
』
(
大

下
)
『
色
彩

に
就

て
』
(
石
川

)
『
自
然
美

に
就

て
』
(
丸
山
)

八

臼
　
晴

、
講
話
、
『
繪
畫
の
成
立
』
（丸
山

)
〇
九
時

よ
り

三
月
堂

に
天



平
時
代

の
彫
刻

を
觀

る
、
新
納
忠
之

助
氏
説

明

の
勞

を
執

ら
る
○

午
後

寫
生
、
春

目
社

附

近
○
夜

、

三
山

亭
に
て
講
話

『
繪
の
具

の
使

用

に
就

て
』
(
石
川

)

九

日
　
晴

、
講
話
『
線

の
美
』
(
丸

山
)
、
戸
外
寫

生
、
春
日

野
、
静
物
寫

生
、
『
舞
樂

の
面
』
『
野
楽

』
『
ビ
ー

ル
壜

及

コ
ツ
プ
』
○
午
後

、
三
山
亭

に

於

て
兩

講
師
作
品

陳
列

、
説
明

を
爲

し
、
參

考
品

と
し

て
水

彩
畫

印
刷

物
多
數

を
會
員

に
觀
覽

せ
し
む
○

午
前
松
原
氏
來
り
夕

刻
歸

阪

、
○

石

川
氏
歸

東
○
大
阪

よ
り
横

尾
氏
來

り
大
佛

仁
王
門

に
於

て
會
員

の
寫
眞

を
撮

る

十

日
　
雨

よ
り
晴

、
講
話

『
色
彩

の
話

』
(
丸
山
)
戸
外
寫

生

、
春

日
野

、

静
物
寫

生
『
西
瓜
』
『
團
扇
』
○
午
後
寫

生
春

日
赴
附

近
○
夜

、
對

山
樓

に

て
講
話
『
背
景
の
話
』
（丸
山
)
忘

れ
得

ぬ
繪
畫

(
大
下
)
『
現
今
日

本

に
於

け

る
水

彩
畫

派
』
(
丸

山
)

十
一

日
　
小
雨
、
講

話
『
色
彩

の
話
』
(
丸
山
)
、
戸
外
寫

生
春
日

野
、
静

物
寫

生
『
茶
碗
』
『
湯
こ

ぼ
し
』
○
午
後
寫

生

、

二
月
堂
附

近
○
夜

、
舛
屋

に
て
講
話
『
寫
生
器
具

の
話
』
『
予

が
水

彩
畫

專
門

と
な
り
し
動
機
』

(
大

下
)

十
二

日
　
曇

、
講
話
『
色
彩

の
調

和
』
(
丸
山
)
○
戸
外
寫

生

春
日
野
、
静

物
寫

生
『
土
瓶

』
○
午

後
寫

生

、
二
月
堂

及
嫩

艸
山
邊
○
比
奈

地
氏

及
都

鳥

氏
來
着
○

夜

、
三
山
亭
に

て
講
話
『
自
然

の
色
』
『
月
夜

の
寫

生
』
（
丸

山
)

十
三

日
　
晴

、
暑
し
、

講
話

『
圖
按

の
理
論

』
（比
奈
地

)
○
戸
外
寫

生

、

春
日
野
、
静
物
寫

生
『
鹿

の
翫

具
』
○
午
後
寫

生

、

二
月
堂

及
嫩

草
山
邊

　

○
夜

、
對

山
樓

に
て
講
話
、
『
繪
の
觀

方
』
(
都

鳥

)『
花
こ

と
ば

』
(
比
奈

　

地
)
『
寫
生

の
注
意
』
（丸

山

)『
熱

心
と
経
驗

』
(
大

下
)

　

十
四

日
　
晴

、
時

々
大
雨

、
講
話
『
圖
按

の
形
式
』
（比
奈
地
）
○

戸
外
寫

　

生
、
春

日
野

、
靜

物
寫

生
『
提

灯
』
○

午
後
寫

生

、

二
月
堂
及
嫩

草
山
附

　

近

○
夜

、
舛

屋

に
て
講
話

『
圖
案

の
參

考
書
』
(
比
奈
地

)
『
寫生

の
意
義
』

　
（
丸

山
)
○
都
鳥
氏
歸

洛

　

十
五

日
　
晴

、
講
話
『
圖
按

の
色
彩
』
(
比
奈
地

)
『
透
視
畫

法
』
(
丸
山

)

　

『
緑

の
研
究
』
（
丸
山
)
○
午

後
寫

生
、

二
月
堂
、
嫩

草

山
附

近
○
夜

、
三

　

山

亭
に

て
講
話

、
『
尾
瀬

沼

の
話
』
（大

下

)
『
南
歐
旅

行
談
』
（丸
山
)
○
午

　

後

松
原
氏
來

ら
る

　

十

六
日
　

晴

、
午
前

九
時

師
範
學
校

講
堂

に
て
會
員

成
績

品
陳

列
、
批

　

評

○
午
後

一
時

よ
り

三
時
迄

公
衆

の
觀
覽

を
許

す
〇

四
時

よ
り
六
時
迄

　

茶
話
會

、
閉
會

　
　
　
　

以
　

　

上

▽
講

習
會

も
回

を
重

ぬ

る
毎

に
、
主
催

者

の
側
で

も
經
驗

が
積

み
、
會

員

の
中

に
も
再

三
出
席

し

て
樣
子

が

よ
く
分

つ
て

ゐ
る
爲

め
、
昨
年

よ
り

も

一
層

圓
滿

に
且
秩

序
よ
く
運

ん
だ
、
特

に
委

員
た
る
日

野
、
竹
下
、
西

、

富
田
、
吉
村

、
西
松
諸
氏
は

、
事

務

の
方

面

一
切
、
隨

分

ウ
ル

サ
イ
事
迄

進

ん
で
所

理
し

て
呉
れ
た

の
で
非
常

の
便
宜
を
得
た

、
講

師

の

一
人
丸
山

氏
は
、
去
月
旅

行

後

の
疲
勞

に
加

へ
て
、
少
し
く
病
氣
な
り
し
爲

め
、
來

着
遲

れ
、
前

よ
り
頼

み
置
き
し
眞

野
氏
は
俄

か

の
差

支
、
急

に
頼

み
し
大

橋
氏

も

や
は
り
病

氣

に
て
、

一
時

は
如
何
に
な
り

ゆ
く
か
と
私

一
人
で
大

に
困

し
み
し
時
、
前
記
委

員

の
人

々
は
、
自
分
主

催

の
講

習
會

に
て
も
あ

る



か

の
や
う

に
思

つ
て
萬

事

に
盡

力

さ
れ
た

ゝ
め
、
此
會

を
滞

り
な

く
開
く

こ
と
が
出
來
た

、
吾

々
は
爰

に
謹
し
ん
で
諸

君
に
感
謝
す

る
。

▼
會
場

に
就

て
は
、

五
月
頃

よ
り

種

々
交
捗

し
て

は

あ

つ
た
が
、
確

定
し

た

の
は
開
會

の
前
日
で

あ

る
。
此
件

に
就

て
は

、
奈

良
振

美
會

の
主

任
た

る
島

津
康
雄

氏
の
勞

を
謝

せ
ざ

る
を
得

ぬ
、
猶
ほ
奈
良
縣

師
範
學

校
長
龜

井

氏
は
、
吾

々
の
事

業

に
同
情

厚
く
、
曾

て

一
面
識

も
な

い
吾

々
に
對

し

て

『
自
分

の
學
校

と
思

つ
て
自
由

に
使

用

せ
よ
』

と
さ

へ
言

は
れ
た
、
同

校
圖
畫

科

の
久

保
田
氏
、
美

術
院

の
新

納
氏
、
在

滋

賀
縣

中
村
氏
大
阪

女

子
師
範

學
校
長

大
村
氏
等

の
此
會

に
對

す

る
親

切
同
情

も
謹
ん
で
爰

に
謝

す
。

▼
寄
宿
旅

舎

の
待
遇

は
、
昨

年

の
大
阪

や
澁

の
比
で
は
な

い
、
孰

れ
も
親

切
を
盡

し
て
く

れ
た

、
特

に

三
山

亭

の
如
き
は

、
食
事

其
他
に
も
注
意

し

て
、
會

員

を

一
家

族

の
如
く

に
思

ひ
、
利

益
を
離

れ
て
遇
し
て
く

れ
た

、

隨
て
會
員

は
銘

々
何
等

の
不
足

を
言

ふ

も
の
な
く

、
極

め
て
滿

足
し

て
居

た

や
う

で
あ

る
。

▼
三
山
亭

に
於

け
る
會
員

は
、
日
野

、
竹
下
諸

氏

が
主

と
し
て
親
和
を

圖

り

、
對

山
樓

に
て
は
富

田
、
西
松
兩

氏
、

升
屋

に
て
は
西

、
飯
田

諸

君
が

盡
力
さ
れ
て

、
極

て
隔

意
な
く
終
り
迄

圓
滿

に
暮

し
た
、
そ
し
て

會
員

中

、

酒
氣

を
帯

び

て
ゐ
た

る
も
の
は

一
人

も
な

く
、
ま
た
夜
分
遲

く
迄
外
出

し

て
居

る
や
う
な

も
の
は

一
人

も
な

か

つ
た

と

の
事
で

あ

る
。

▲
會
員
中

、
後

藤
百
次
氏
は

神
經

病
の
た
め
、
菅
井

君
は
膓

カ

ル
タ

の
爲

め
、
西
君
は
脚
氣

の
た
め

に
中
途

よ
り
歸

郷
さ
れ
た

の
は

御
氣

の
毒
で

あ

つ
た
。
　
　
　
　
　
　
　

-

▼
以
上
は
第
三
回
講
習
會
の
概
況
て
あ
る
。
開
催
地
た
る
奈
良
市
有
志
の

同
情
、會
員

の
眞
面
目
に
し
て
且
熱
心
な
る
勉
強
、委
員
諸
氏
の
献
身
的
努

力
、夫
等
が
此
會
を
し
て
滿
足
な
る
結
果
を
得

せ
し
め
た
理
由
で
あ
る
、吾

々
は
重
て
茲

に
深
厚
な
る
謝
意
を
こ
れ
等

の
諸
君
に
致
す
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
三
亭
笑
語

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

蝸

　

　
牛

　

　
生

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

■
奈

良
の
地
暑
熱

甚

し
。
寄
宿

舎

に
歸

る

や
、
一

同
熱

い
熱
い

を
叫

ぶ
。

某

君

一
策
を

按

じ
て
直

に
罰

金
帳
を

作
り
、

一
度

云
う
毎

に

一
錢
の
罰
金

を
課

す

、
茲

に
於

て
、
暖

い
、
涼

し
く
な

い
等

の
語
流
行
頻
り
な

り
。

■
關
東

の
某
君
、

誰

は
罰

金
點

が
増
し
た

か
ら
振

つ
て
る
。

あ
の

ス
タ
イ

ル
は
振

つ
て
る
、
と
振

つ
て
る
を
振

廻
す
事
夥

し
。
罰
金
會

の
夜

、
お
松

さ
ん
銀
世
界

と
カ

ス
テ
イ
ラ

を
持

來
る

や
、
忽

振

つ
て

る
の
大
安

費
を
始

む
。

お
松

さ
ん
何

と
思

ひ
て
か

、
『
ち

つ
と

も
ふ
る
て

や
し

ま

へ
ん
わ
』

■
某

君
常

に
う

ろ

つ
き
廻

つ
て

到
る
處

に
冷
評
酷

罵
す
。
依

而
罵

倒
博

士

の
尊
號

を
授
け

ら
る
。
大
下

先
生

又
皮
肉

を
以
て
名
あ

り
。

一
日

竹
下
君

畫
か
修

正

せ

る
を
折

柄
通

り
し

先
生
評
し

て
曰
く

、
其
雲

は
倒

に
す

る

と

非
常

に
良
い
山

に
見

え
ま
す
よ

、
空

に
深
味

が
な

い
か
ら
雲

よ
り
空

の
方

か
手
前

に
あ
る
樣

に
見
え
ま

す
。
罵
倒
博

士

や
を
ら
來

つ
て
何

か
言

ひ
た

相

な
り
。
先
生
笑

つ
て
曰
く

、
罵
倒

比

べ
を
し

や
う
ぢ

や
な

い
か
、
博

士

曰
く

、
繪

の
脇

に
説

明
を
付
け

た
ら
ど
う
で
す

。
先
生
答

へ
て
曰
く
。
雲

の
奥

に
空

あ

り
と
で

も
し

て
置
く

か
ね

。


